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赤 池 町 役 場 

池 町 議 会 

赤シ也町教育委員会 

赤池町農業委員会 

赤池町選挙管理委員会 
× ノ 

町 の 人 口 

人 口 9,608 人 （増7 ) 

4,581 人 （増3 ) 

5,027 人 （増4 ) 

3,140世帯（増3 ) 

男
 
女
 

世帯数 

7k6A(5611fly難 

金

月

 17
 

日
 
上
野
保
育
所
で
】
 

赤
 

【
「
だ
い
が
ら
」
に
よ
る
も
ち
つ
き
（
上
野
中
谷
で
）
】
 

57年 

A' 228 



(3) 第228 号 昭和57年1月1日 け
 

し、 あ カ、 報
 

広
 

第228 号 
あ か い 昭和57年1月1日 け

 
か
 

報
 

広
 

章
 

月
 

香
 

長
 

町
 

新年の 

ごあいさつ 

文
 

利
 

町議会議長 池 田 

、 

一
九
八
二
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
 

え
る
に
当
り
、
町
民
の
皆
様
に
謹
し
ん
 

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
諸
事
多
難
な
年
で
あ
り
ま
し
 

た
が
、
皆
様
方
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
 

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
 

を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ま
た
、
国
の
行
財
政
改
革
は
地
方
自
 

治
体
へ
の
財
政
措
置
を
削
減
し
市
町
村
 

に
そ
の
負
担
を
か
た
が
わ
り
さ
せ
よ
う
 

と
し
て
い
ま
す
。
 

経
済
景
気
は
冷
え
込
み
の
状
態
を
続
 

け
、
ま
す
ま
す
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
 

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
等
国
の
政
策
は
何
 

町

財

政

再

建

に

全

力

を

注

ぐ

 

こ
の
一
年
を
回
顧
し
て
み
ま
す
に
、
 

産
炭
地
域
臨
時
措
置
法
の
延
長
、
同
和
 

対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
強
化
延
長
、
 

ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
問
題
等
の
旧
産
炭
地
 

域
の
切
捨
て
政
策
の
反
対
に
、
町
民
の
 

皆
さ
ん
に
こ
ぞ
っ
て
参
加
を
し
て
項
き
 

ま
し
た
。
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
 

町
議
会
を
代
表
し
て
町
民
の
皆
様
に
、
 

つ
つ
し
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

現
在
、
本
町
は
、
財
政
が
非
常
に
逼
 

ん
と
し
て
で
も
改
善
を
求
め
て
い
か
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
本
町
に
 

お
い
て
は
新
年
の
早
々
か
ら
町
議
会
を
 

は
じ
め
各
関
係
諸
団
体
の
皆
様
と
も
一
 

丸
と
な
っ
て
国
や
県
に
請
願
を
続
け
て
 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
の
財
政
状
 

こ
う
し
た
現
状
で
は
、
満
足
の
い
く
 

住
民
福
祉
の
増
進
は
難
し
い
よ
う
で
あ
 

り
、
住
民
の
皆
様
に
も
ご
迷
惑
を
お
か
 

け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

町
政
の
推
進
に
当
っ
て
は
、
町
民
の
 

皆
様
、
あ
る
い
は
、
議
会
議
員
一
人
ひ
 

と
り
の
意
見
、
要
望
等
を
十
分
に
町
政
 

況
は
二
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
 

と
と
な
り
ま
す
が
、
五
十
五
年
度
か
ら
 

自
主
財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
 

たo

し
か
し
そ
の
見
通
し
は
非
常
に
き
び
 

し
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
苦
 

境
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
町
議
会
議
員
の
 

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
得
て
全
町
職
員
を
 

し
て
再
建
に
向
け
て
努
力
を
し
て
行
く
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
に
も
今
後
と
も
ご
理
解
 

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
町
行
政
に
ご
支
 

援
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 
ま
す
。
私
も
、
俳
句
を
通
し
て
文
化
活
 

動
の
た
め
、
及
ば
ず
な
が
ら
努
力
し
て
 

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
体
協
の
責
任
者
と
し
て
、
本
 

年
は
、
小
さ
い
な
が
ら
体
育
館
建
設
実
 

施
の
た
め
努
力
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。
 

最
後
に
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
 

豊
か
な
町
づ
く
り
に
体
育
と
文
芸
の
高
揚
を
 

迫
し
て
お
り
、
財
政
再
建
に
向
け
て
町
 

執
行
部
と
と
も
に
、
議
会
も
一
丸
と
な
 

っ
て
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
 

分
に
も
、
国
内
外
に
わ
た
っ
て
経
済
状
 

態
は
低
迷
し
て
お
り
、
列
島
改
造
時
の
 

よ
う
な
景
気
の
回
復
は
、
当
分
望
め
そ
 

う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
」
 

加藤正夫氏が講演 
『私たちの生活と同和問題』 

~ 腔 て 1；、‘ i 散 A M 会．・ 

7】メ子か 嚇 勲ク残襲 

緯「 

麟 

議
会
だ
よ
り
 

12
 

月
臨
時
町
議
会
で
 

工
事
請
負
契
約
を
可
決
 

ト
二
月
臨
時
町
議
会
は
、
八
H

の一 

目
間
で
行
わ
 11 

、
赤
池
、
中
泉
線
道
路
 

改
良
舗
装
工
事
の
L
事
請
負
契
約
の
締
 

結
議
案
一
件
が
L

程
さ
れ
、
議
会
の
承
 

認
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
 
‘
般
報
告
事
 

項
八
件
が
そ
れ
ぞ
れ
町
執
行
部
よ
り
報
 

告
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

圏
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

●
昭
和
五
ト
六
年
度
地
方
改
善
整
備
事
 

業
「
赤
池
、
中
泉
線
道
路
改
良
舗
装
r
 

事
（
第
一
．
工
区
）
）
の
 
L
事
請
負
金
額
 

が
 

F
万
円
を
超
え
た
た
め
議
会
の
承
 

十
二
月
十
二
日
の
「
赤
池
町
人
権
尊
 

重
旬
間
」
期
間
中
、
午
後
一
時
半
か
ら
、
 

北
九
州
人
権
擁
護
委
員
、
加
藤
正
夫
先
 

生
の
 
「
私
達
の
生
活
と
同
和
問
題
」
 

と
題
し
た
講
演
が
町
中
央
研
修
所
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

長
年
教
職
に
携
わ
っ
て
い
た
先
生
ら
 

し
く
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
小
学
 

生
の
作
文
等
を
引
用
し
た
、
す
ば
ら
し
 

い
講
演
に
、
約
三
百
人
の
聴
衆
は
、
熱
 

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

認
を
得
ま
し
た
。
 

な
お
、
三
千
万
円
以
下
の
工
事
に
つ
 

い
て
も
十
一
月
三
十
日
の
入
札
で
、
次
 

の
業
者
が
落
札
し
ま
し
た
。
 

▼
大
谷
ー
飛
越
線
道
路
改
良
舗
装
工
 

事
（
竹
沢
組
）
▼
L
寿
ー
坊
主
ケ
谷
線
 

道
路
改
良
舗
装
工
事
（
同
志
建
設
）
▼
 

高
尾
集
会
所
改
築
工
事
（
小
松
組
建
設
）
 

▼
た
め
池
（
平
の
池
）
改
修
工
事
（
武
 

末
組
）
▼
八
幡
免
農
道
改
良
工
事
（
水
 

永
組
）
▼
高
尾
納
骨
堂
新
築
工
事
（
三
 

和
建
設
）
▼
小
藤
住
宅
敷
地
工
事
（
八
 

島
組
）
 

圏
一
般
報
告
事
項
 

①
町
長
上
京
経
過
報
告
（
十
一
月
二
十
 

九
日
ー
十
二
月
五
日
ま
で
上
京
）
 

②
町
立
病
院
医
師
対
策
に
つ
い
て
（
医
 

師
の
確
保
に
全
力
を
注
い
で
い
る
）
 

③
総
合
団
地
（
住
宅
団
地
）
売
却
に
つ
 

に
反
映
さ
せ
て
、
明
る
い
住
み
よ
い
町
 

づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存
で
お
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
筑
豊
地
域
は
、
エ
ネ
ル
 

ギ
ー
政
策
に
よ
る
炭
坑
の
閉
山
と
と
も
 

に
、
文
化
面
で
も
取
り
残
さ
れ
て
お
り
 

文
化
果
て
る
地
、
と
も
言
わ
れ
て
お
り
 

講
演
の
主
旨
は
、
｛
震
、
学
校
、
職
 

場
、
地
域
と
広
が
る
社
会
の
中
で
、
家
 

庭
で
の
幼
児
期
の
し
つ
け
、
 

「
あ
り
が
 

と
う
」
 

「
す
み
ま
せ
ん
」
 
と
素
直
に
言
 

え
る
心
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
 

こ
と
が
、
ひ
い
て
は
人
を
大
切
に
す
る
 

心
、
差
別
を
し
な
い
心
を
育
て
る
。
幼
 

児
期
の
し
つ
け
が
特
に
大
切
で
あ
り
、
 

子
ど
も
は
常
に
親
の
後
姿
を
見
て
育
つ
 

と
い
う
も
の
で
し
た
。
 

ま
た
、
講
演
に
先
だ
ち
、
人
権
旬
間
 

に
公
募
し
た
標
語
、
絵
画
の
優
秀
作
品
 

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

人
選
標
語
と
絵
画
の
特
選
に
選
ば
れ
た
 

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

い
て
（
現
在
相
手
方
と
交
渉
中
で
あ
る
）
 

④
上
の
原
住
宅
払
下
げ
の
経
過
に
つ
い
 

て
（
現
在
の
個
人
名
義
分
を
町
の
名
義
 

に
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
現
在
、
 

そ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
）
 

⑤
国
鉄
用
地
の
払
下
げ
申
請
と
売
却
に
 

つ
い
て
（
黒
橋
ー
引
込
線
ま
で
の
国
鉄
 

と
の
売
買
契
約
を
現
在
行
っ
て
い
る
）
 

⑥
工
場
団
地
の
流
土
問
題
と
用
地
買
収
 

に
つ
い
て
（
こ
れ
の
解
決
に
努
力
す
る
 

と
と
も
に
、
周
辺
の
土
地
の
買
収
を
行
 

っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
）
 

⑦
税
の
徴
収
状
況
に
つ
い
て
（
現
在
、
 

滞
納
者
を
な
く
す
た
め
に
、
職
員
一
丸
 

と
な
っ
て
徴
収
に
努
力
し
て
い
る
）
 

⑧
人
権
旬
間
に
つ
い
て
（
十
二
月
四
目
 

か
ら
十
三
目
ま
で
網
の
目
啓
発
活
動
を
 

行
う
。
十
二
日
は
人
権
問
題
講
演
会
を
 

実
施
す
る
）
 

定
例
会
は
次
号
で
掲
載
o
 

こ
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
 

に
、
昭
和
五
十
七
年
が
皆
様
に
と
り
ま
 

し
て
、
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
 

祈
り
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
 

し
ま
す
。
 

〔
標
語
の
部
〕
 

●
人
権
は
、
あ
な
た
と
私
で
守
る
も
の
 

赤
池
中
三
年
 

川
口
美
香
 

●
差
別
つ
い
ほ
う
 

そ
れ
は
あ
な
た
の
 

心
か
ら
 

赤
池
中
二
年
 
柳
川
秀
之
 

●
差
別
な
き
、
明
る
い
赤
池
、
み
ん
な
 

の
笑
顔
 
赤
池
 41 
二
年
 
熊
谷
郁
子
 

●
差
別
な
き
 

明
る
い
社
会
は
 

み
ん
 

な
の
願
い
市
場
小
六
年
 

大
島
 
綾
 

●
人
権
は
 

ぼ
く
ら
の
宝
だ
守
り
ぬ
け
 

市
場
小
六
年
 
藤
井
 
博
 

●
合
い
言
葉
 

み
ん
な
で
守
ろ
う
 
人
 

権
を
 

市
場
小
五
年
 
市
川
和
裕
 

●
と
り
の
ぞ
こ
う
 

心
の
底
の
差
別
の
 

芽
 

市
場
小
六
年
 
川
崎
由
佳
 

●
気
を
つ
け
よ
う
 

あ
な
た
の
そ
ば
に
 

差
別
の
芽
 
上
野
小
五
年
 

平
元
邦
彦
 

●
ま
も
ろ
う
人
権
 
な
く
そ
う
差
別
 

市
場
小
六
年
 
石
本
秀
幸
 

〔
絵
画
の
部
特
選
〕
 

永
松
千
代
美
（
E
野
小
五
年
）
 

大
久
保
陽
子
（
上
野
小
五
年
）
 

斉
藤
 
隆
行
（
市
場
小
五
年
）
 

中
泉
 
哲
郎
（
市
場
小
六
年
）
 

長
峰
美
由
紀
（
赤
池
中
三
年
）
 

永
吉
 
美
奈
（
赤
池
中
二
年
）
 

熊
谷
 
郁
子
（
赤
池
中
二
年
）
 

（
敬
称
略
）
 

加 
【晴れの表彰を受けたみなさん 

和
名
 
睦
月
（
む
つ
き
〕
 

年
の
は
じ
め
に
家
庭
や
多
く
と
人
び
 

と
が
、
互
い
に
睦
み
あ
い
を
か
さ
ね
る
 

こ
と
を
略
し
た
も
の
。
 

10 9 8 7 6 4 2 1 
日 日 日 日 日 日 日 日 

（日）田固（木）（水）（月）田固 

七小官初元 
庁荷旦 

草寒ご 
用初初 
始夢詣 
め で 

初
薬
師
 

9
日
田
 
宵
え
び
す
 

10
 

日
岡
 
消
防
出
初
式
 

(8

】 30 

赤
池
中
グ
ラ
ン
ド
）
 

十
日
え
び
す
 

11 

日
囲
 
鏡
開
き
 
蔵
開
き
 

第
六
回
は
た
ち
の
献
血
 

(3
月
 11 

日
ま
で
）
 

15 

日
圏
 
成
人
の
日
 
小
正
月
 

赤
池
町
成
人
式
 

( 10 

【 00 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
）
 

17 16 
日 日 

（日）出 

年
賀
ハ
ガ
キ
抽
せ
ん
会
 

や
ぶ
い
り
 

心
配
ご
と
相
談
 

( 19 
00 

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

20 

日
困
 
三
種
混
合
 

26 25 24 21 
日 日 日 日 
因（月）（日）(村 

（共 
30
 

、
共
 00
 

町
民
会
館
）
 

大
 
寒
 

初
大
師
 

初
地
蔵
 

旧
元
日
 
初
天
神
 

文
化
財
防
火
デ
ー
 

第
三
十
七
回
国
民
体
育
大
 

会
冬
季
大
会
（
 29 
・
日
ま
で
）
 

27 

日
困
 

心
配
ご
と
相
談
 

(m 
66 

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

28 

日
困
 
初
不
動
 

イ昭和57年 × 
下田川四カ町連合消防 

出 初 式
●と き 昭和57年1月10日同 8 時半から 

●ところ 赤池中学校クランド 

（雨天の場合、町民会館大ホール） 

× ノ 

本
番
さ
な
が
ら
の
 

出
初
式
訓
練
 

新
春
一
月
十
日
に
行
わ
れ
る
、
 

「下 

田
川
四
ケ
町
連
合
消
防
出
初
式
」
 
の
訓
 

練
が
、
十
二
月
十
三
日
、
町
民
会
館
前
 

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

晴
天
と
は
い
え
、
寒
風
の
中
、
総
勢
 

百
人
の
消
防
団
員
が
、
分
列
行
進
、
横
 

隊
、
従
隊
の
編
成
、
敬
礼
等
の
練
習
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

最
初
は
、
寒
さ
の
た
め
団
員
の
足
も
 

こ
わ
ば
り
、
号
令
ど
お
り
に
い
か
ず
ぎ
 

こ
ち
な
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
 

出
初
式
は
赤
池
町
の
当
番
と
も
あ
っ
て
 

だ
ん
だ
ん
と
気
合
い
も
入
り
、
最
後
に
は
 

田
川
地
区
消
防
署
の
教
官
よ
り
、
 

「な 

か
な
か
気
合
い
が
入
っ
て
、
上
達
が
早
く
 

教
え
る
方
も
力
が
人
り
ま
し
た
」
と
の
 

言
葉
も
あ
り
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
 

で
し
た
。
 



(5） 第228 号 昭和57 年1月1日 け
 

し、 広 報 あ か 第228 号 昭和57 年1月1日 け
 

し、 カ
 

あ
 

リ
反
 

＋
立
十
 広

 

16 

・ 17
 

連
合
チ
ー
ム
 

四
連
覇
 

二
位
 19 

支

所

 

第
九
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
 

十
一
月
二
十
九
日
卿
 
町
民
会
館
で
十
 

九
チ
ー
ム
、
十
五
地
区
公
民
館
の
代
表
 

選
手
百
九
十
人
に
よ
り
行
わ
 11 

ま
し
た
。
 

競
技
は
ペ
ア
で
、
小
‘
中
・
青
年
‘
 

婦
人
・
一
般
の
五
組
十
人
が
ー
チ
ー
ム
 

と
す
る
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
予
選
ト
ー
 

ナ
メ
ン
ト
で
勝
ち
抜
い
た
ヒ
チ
ー
ム
が
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
熱
戦
を
展
開
し
 

ま
し
た
が
、
十
六
・
十
L
連
合
チ
ー
ム
 

が
四
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

・17支所 

3:2 

1 . 1 

16
 

西
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チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝
 

15 

支
所
 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

十
一
月
二
十
二
日
回
、
町
民
会
館
・
 

市
場
小
学
校
体
育
館
の
二
会
場
で
、
第
 

十
六
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

男
子
は
九
支
所
、
女
子
は
十
五
支
所
 

、
 

みんなの 上
野
駐
在
所
が
 

新
築
移
転
 

上
野
原
田
交
差
点
北
側
に
あ
っ
た
、
 

田
川
警
察
署
上
野
駐
在
所
が
、
約
二
百
 

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
、
農
協
の
北
側
に
新
 

築
移
転
し
、
ト
二
月
二
目
、
落
成
式
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

旧
駐
在
所
は
、
明
治
．
一
f
四
年
に
E
 

野
巡
査
駐
在
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
L
 

野
地
区
の
治
案
を
維
持
し
て
来
ま
し
た
 

子
ど
も
と
大
人
の
 

つ
ど
い
 

九
支
所
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

ー
 

月
の
全
国
一
斉
「
青
少
年
健
全
 

育
成
強
調
月
間
」
 
に
赤
池
町
で
も
、
各
 

種
行
事
の
取
り
組
み
が
行
わ
 11 

、
第
九
 

支
所
で
は
、
十
 
月
ー
h

目
卿
、
町
民
 

グ
ラ
ン
ド
で
、
各
組
対
抗
親
？
十
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

こ
 11 

は
、
町
教
育
委
員
会
よ
り
、
「
月
 

間
中
、
各
地
域
で
は
、
地
域
に
即
応
し
 

た
、
子
供
中
心
の
青
少
年
健
全
育
成
を
 

め
ざ
し
た
親
f
行
事
等
を
実
施
し
て
ほ
 

し
い
」
 
と
の
な
げ
か
け
に
よ
り
行
っ
た
 

も
の
で
す
。
 

が
一
年
半
ぶ
り
に
優
勝
。
 

表
彰
式
で
は
、
出
場
チ
ー
ム
数
の
多
 

い
女
子
の
優
勝
カ
ノ
プ
の
方
が
、
男
子
 

よ
り
グ
ー
と
小
さ
く
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
 

満
の
声
も
 

。 

で
す
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
 

〔男 

子」 

所
 

支
 

【親子でソフトボーJし】 

9 

2:0 

() 2 1 
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支
 
所
 

18
 

支
 
所
 

10板 

支 
屋 

所・ 

9
 
支
 
所
 

〔
十
五
支
所
女
子
メ
ン
パ
ー
紹
介
〕
 

元
吉
多
賀
子
・
村
井
昨
・
亀
谷
貞
子
 

向
居
キ
ヌ
ェ
・
亀
谷
不
仁
子
・
小
野
キ
 

ソ
ェ
・
早
川
久
美
子
・
吉
田
純
子
・
亀
 

谷
美
重
子
・
元
吉
慶
子
 

〔女 

子〕 

15 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

支
 
所
 

・ 
10
 

支
所
 

藤
 

昭和56年度 赤 池 町 

成 人 式

●と き 昭和57年1月15日国10時より 

●ところ 同和対策中央研修所大ホール 

●該当者 昭和36年4 月2 日から 

昭和37年4 月1日までに生れた人 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
⑩
 

部
落
解
放
運
動
は
基
本
的
人
権
の
保
 

障
を
求
め
る
運
動
で
す
。
部
落
差
別
は
 

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
生
命
（
い
の
ち
）
 

と
生
活
（
く
ら
し
）
に
か
か
わ
る
問
題
で
 

す
。
し
か
も
そ
れ
は
同
和
地
区
の
人
た
 

ち
に
と
っ
て
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
 

現
実
で
す
。
 

た
と
え
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
も
い
つ
 

か
は
子
ど
も
に
そ
の
出
生
を
教
え
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
自
分
が
同
 

和
地
区
出
身
で
あ
る
こ
と
が
あ
ば
か
れ
 

周
囲
か
ら
差
別
的
な
つ
め
た
い
目
で
み
 

ら
れ
な
い
か
、
つ
ね
に
お
び
え
、
不
安
 

な
生
活
を
過
ご
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
ん
な
非
人
間
的
な
こ
と
は
許
せ
な
 

い
と
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
基
本
的
人
 

権
の
保
障
を
求
め
て
立
ち
上
が
り
ま
し
 

た
。
部
落
解
放
運
動
は
、
人
間
と
し
て
 

の
自
覚
に
め
ざ
め
た
同
和
地
区
の
人
た
 

ち
の
自
主
運
動
で
す
。
そ
し
て
部
落
解
 

放
運
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
和
問
 

題
の
重
要
性
は
次
第
に
認
識
さ
れ
そ
れ
 

を
解
決
す
る
事
は
人
間
解
放
を
解
決
す
 

み
ら
れ
悔
辱
さ
れ
た
時
、
あ
な
た
は
そ
 

の
孫
に
た
だ
が
ま
ん
し
な
さ
い
」
 
と
い
 

う
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
 

本
人
に
何
の
責
任
も
な
い
の
に
、
不
 

当
に
社
会
的
不
利
益
を
受
け
、
幸
福
を
 

追
求
す
る
権
利
を
は
ば
ま
れ
て
い
る
、
 

こ
と
が
差
別
で
す
。
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

る
王
体
で
あ
り
、
原
点
で
す
。
 

同
和
問
題
は
私
た
ち
と
関
係
な
い
も
 

の
だ
ろ
う
か
、
果
た
し
て
同
和
問
題
が
 

私
た
ち
に
関
係
の
な
い
、
同
和
地
区
の
 

人
た
ち
だ
け
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

た
と
え
ば
、
あ
な
た
の
子
ど
も
が
外
国
 

の
人
と
結
婚
し
た
と
仮
定
し
ま
す
。
 

そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
、
あ
な
た
の
孫
 

が
 

周
囲
の
人
か
ら
絶
え
ず
白
い
目
で
 

日
本
の
社
会
 

は
、
不
幸
な
こ
と
 

に
、
部
落
差
別
を
中
心
に
、
心
身
障
害
 

者
に
対
す
る
差
別
、
在
日
外
国
人
に
対
 

す
る
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
 

今
も
否
定
出
来
な
い
事
実
と
し
て
存
在
 

し
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
意
識
と
差
別
 

を
生
み
だ
し
て
い
る
社
会
の
し
く
み
を
 

か
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
達
一
人
ひ
と
 

り
の
問
題
で
す
。
差
別
が
現
実
に
今
も
 

存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
 

な
た
自
身
、
あ
る
い
は
あ
な
た
の
子
ど
 

も
が
い
つ
か
差
別
を
受
け
る
と
い
う
事
 

で
す
。
そ
れ
を
自
分
に
は
関
係
な
い
と
 

い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
 

同
対
審
答
申
は
、
同
和
問
題
の
解
決
 

は
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
 

す
が
、
こ
れ
は
国
民
の
理
解
と
努
力
が
 

必
要
だ
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
同
和
 

問
題
を
解
決
す
る
事
は
、
日
本
社
会
か
 

ら
一
切
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
 

が
り
ま
す
。
全
国
民
の
幸
せ
に
結
び
つ
 

く
、
す
べ
て
の
国
民
の
問
題
な
の
だ
と
 

の
意
味
に
も
理
解
出
来
ま
す
。
自
分
と
 

の
か
か
わ
り
を
正
し
く
、
深
く
理
解
し
 

学
習
を
す
す
め
る
事
が
重
大
な
課
題
で
 

あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
く
て
は
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

) 

【新築移転したL野駐在所】 が
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
今
回
の
新
築
 

移
転
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

新
し
い
駐
在
所
は
、
六
百
九
十
六
平
 

力
メ
ー
ト
ル
の
町
有
地
を
、
福
岡
県
に
 

貸
与
、
六
ト
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木
造
 

平
屋
建
で
、
L
野
地
区
六
百
三
十
六
世
 

帯
、
二
千
五
百
九
十
四
人
の
治
安
を
こ
 

11 

か
ら
も
守
り
ま
す
。
 

珍
ブ
レ
ー
、
迷
ブ
レ
ー
の
続
出
で
、
 

和
気
あ
い
の
あ
い
う
ち
に
終
り
ま
し
た
 

が
、
親
と
子
の
対
話
、
ま
た
大
人
と
f
 

ど
も
の
接
触
の
少
な
い
現
在
、
ブ
レ
ー
 

を
通
じ
、
随
所
で
対
話
の
風
景
が
見
ら
 

れ
、
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
 

句
集
『
鉱
山
の
子
』
 

出
版
記
念
句
会
 

蔵
本
は
る
の
女
 

去
る
十
一
月
上
旬
、
池
田
一
歩
「
鉱
 

山
の
子
」
旬
集
が
出
来
あ
が
っ
た
。
紅
 

が
か
っ
た
赤
い
外
枠
。
表
紙
は
、
赤
紫
 

の
布
張
り
に
 
「
鉱
山
の
子
」
 
と
金
文
字
 

が
く
っ
き
り
と
。
ま
た
、
久
原
先
生
の
 

扉
の
絵
が
印
象
的
で
あ
る
。
 

序
文
に
、
当
時
の
通
産
大
臣
、
田
中
 

六
助
先
生
、
万
燈
主
宰
の
江
口
竹
亭
先
 

生。 

一
歩
先
生
に
ふ
さ
わ
し
い
お
二
人
 

力
の
言
葉
で
あ
る
。
 

一
歩
さ
ん
と
呼
び
か
け
た
く
な
る
肩
 

の
張
ら
な
い
気
楽
に
お
付
き
あ
い
の
出
 

来
る
お
人
柄
で
あ
る
。
 

「
池
田
一
歩
」
。
俳
号
の
ご
と
く
、
確
 

歩
一
歩
を
確
か
な
足
ど
り
で
登
っ
て
 

お
ら
 11 

る。 

俳
譜
に
お
い
て
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
 

人
。
俳
句
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
ホ
ト
 

ト
ギ
ス
同
人
と
は
高
嶺
の
花
な
の
で
あ
 

る
。
こ
の
た
び
旬
集
 
「
鉱
山
の
子
」
出
 

版
を
な
さ
 11 

た
。
順
風
に
帆
。
五
十
歳
 

と
い
う
人
生
の
節
目
、
社
会
的
に
も
俳
 

講
の
道
に
お
い
て
も
、
 
一
事
を
成
し
得
 

た
感
で
あ
る
。
だ
が
、
昔
の
諺
の
ご
と
 

く
ま
さ
に
二
人
二
脚
、
奥
様
、
駒
女
さ
 

ん
（
俳
人
）
の
陰
に
な
り
目
向
に
な
り
 

の
内
助
を
兄
逃
す
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
 

、つ。 十
二
月
四
日
、
出
版
記
念
旬
会
が
開
 

か
 11 

る
運
び
と
な
っ
た
。
 

J 

) 
タ
暮
る
る
華
l
k
を
茜
色
に
染
め
た
冬
タ
 

焼
が
、
遠
賀
野
を
流
れ
る
川
へ
映
え
て
 

美
し
い
。
記
念
句
会
へ
急
ぐ
心
も
自
ら
 

弾
ん
で
く
る
。
五
句
出
句
、
六
時
締
め
 

切
り
。
会
場
に
着
い
た
時
は
、
既
に
投
 

句
用
紙
に
旬
を
し
た
た
め
て
い
る
。
空
 

席
に
着
く
。
心
の
通
い
合
っ
た
者
同
志
 

が
か
も
し
だ
す
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
。
 

火
の
気
の
な
い
会
場
な
が
ら
、
何
か
し
 

ら
あ
た
た
か
い
も
の
が
満
ち
溢
 11 

て
い
 

る。 赤
池
、
方
城
、
田
川
、
飯
塚
よ
り
、
 

一
歩
さ
ん
の
身
ほ
と
り
の
者
達
二
十
数
 

名
が
参
集
、
静
か
な
中
に
も
緊
張
の
一
 

刻
が
過
ぎ
る
。
沢
山
の
佳
句
に
接
し
得
 

た
よ
ろ
こ
び
は
、
ま
た
格
別
な
も
の
が
 

あ
る
。
 

句
会
終
了
後
、
 

一
歩
駒
女
ご
夫
婦
の
 

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
の
宴
に
話
 

も
は
ず
む
。
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ
て
、
 

次
々
と
歌
も
出
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
 

る。 

一
歩
さ
ん
の
歌
は
、
 

一
見
硬
派
に
 

見
え
て
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
を
か
け
に
く
 

い
感
じ
だ
け
 11 

ど
、
心
の
底
を
流
れ
る
 

情
に
も
ろ
い
人
間
味
あ
た
た
か
さ
が
、
 

俳
句
の
道
を
歩
せ
た
の
だ
ろ
う
と
、
あ
 

の
笑
顔
ム
ー
ド
あ
る
歌
声
を
開
き
な
が
 

ら
私
は
、
そ
う
感
じ
て
い
た
。
 

思
わ
ず
時
間
も
た
ち
、
三
木
春
翁
さ
 

ん
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
、
終
始
な
ご
や
 

か
な
一
夜
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
 

き
師
、
よ
き
友
を
得
し
こ
と
の
幸
せ
を
 

か
み
し
め
な
が
ら
会
場
を
出
た
。
 

※
旬
会
の
作
品
は
二
月
号
に
掲
載
 

老
人
ホ
ー
ム
を
 

衣
服
縫
い
慰
間
 

町
保
育
園
父
母
の
会
連
合
会
 

十
二
月
八
日
、
赤
池
町
保
育
園
父
母
 

の
会
連
合
会
（
宇
都
宮
征
子
会
長
）
の
 

二
十
五
人
の
お
母
さ
ん
が
衣
服
縫
い
の
 

奉
仕
に
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
訪
れ
ま
 

し
た
。
 

同
ホ
ー
ム
に
は
、
現
在
、
四
十
四
人
 

の
お
年
寄
り
が
入
居
し
て
い
ま
す
が
、
 

高
齢
で
危
険
で
も
あ
り
、
日
頃
ほ
と
ん
 

ど
針
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
職
員
も
暇
を
見
つ
け
て
は
、
 

ボ
タ
ン
付
け
、
ほ
こ
ろ
び
直
し
な
ど
を
 

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
手
が
ま
わ
 

ら
ず
、
こ
の
現
状
を
聞
い
た
連
合
会
の
 

み
な
さ
ん
が
 
「
そ
れ
で
は
私
た
ち
が
」
 

と
、
今
回
の
奉
仕
活
動
を
計
画
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

正
月
を
前
に
し
て
、
お
年
寄
り
は
、
 

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
し
た
。
 

熱心に作業するお母さんたち 


